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平成16年度は大胡町、宮城村、粕川村と合併し、企業債を引き継いだ。

平成21年度は富士見村と合併し、企業債を引き継いだ。

平成25年度からは、簡易水道事業（湯之沢、三夜沢）を水道事業に統合した。
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平成16年度は大胡町、宮城村、粕川村と合併し、企業債を引き継いだ。

平成17年度から資本費平準化債の借入を実施している。

平成21年度は富士見村と合併し、企業債を引き継いだ。
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令和３年度　水道事業会計当初予算の概要
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【収益的収支】・・経常的な収支の状況

収入合計６５億８，３３２万円

職員人件費

４億７，０２１万円

(7.3%)

水道施設維持管理費

８億４０５万円

(12.6%)

県央水道受水費

１８億８，４６４万円

(29.5%)

減価償却費等

２４億７８７万円

(37.6%)

支出合計６３億９，９４２万円

支払利息

２億４，４４８万円

(3.8%)

水道料金

５４億７，３６８万円

（83.2%)

加入金及び負担金

３億９，４２１万円

(6.0%)

長期前受金戻入

６億４，７９１万円

(9.8%)

その他

６，７５２万円

(1.0%)
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【資本的収支】・・投資的な収支の状況

収入合計１０億５，７８９万円 支出合計３８億２，００２万円

企業債

４億８，３２０万円

(45.7%)

工事負担金

５億６，８９４万円

(53.7%)

一般会計出資金

４０７万円

(0.4%)

国庫補助金

１６８万円

(0.2%)

補てん財源

２７億６，２１３万円

事務費等

２億５，７５３万円

(6.7%)

配水管や浄水場施設

の建設改良費あああ

１７億６５１万円

(44.7%)

耐震管整備費

１億９，１４０万円

(5.0%)

企業債償還金

１２億８，６６８万円

(33.7%)

税込み

一般管理費等

５億８，８１７万円

(9.2%)

純利益

１億８，３９０万円

管網整備費

１億２，３９０万円

(3.2%)

施設等更新費

２億５，４００万円

(6.7%)
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重要給水施設管路耐震化事業（1億9,140万円）

平成27年度から敷島浄水場基本設計業務に着手し、以降、

敷島浄水場全体の更新について検討を進めています。

令和2年度に新配水塔が完成し、令和3年度については、

今後の配水池及びポンプ設備等の更新に備え、維持管理に

支障が生じている場外排水路の整備工事を行います。

敷島浄水場全体の更新に向けた詳細設計については、令

和3年度完成予定です。

水道事業会計の主な事業（令和３年度当初予算案）（税込）

地域防災計画等を参考に、災害時に特に重要と考えられる施設

（災害拠点病院4箇所、災害対策本部など9箇所）を重要給水施設

と位置づけ、災害時でも給水できるように供給ルートの耐震化を図り

ます。（事業計画はR1～R11年度）

令和3年度は、群馬県庁へ続く管路の耐震化工事が完了予定と

なります。

【重要給水施設】 ①群馬県庁②前橋市役所③消防局中央消防署

④水道局⑤大胡支所⑥宮城支所⑦粕川支所⑧富士見支所⑨ヤ

マダグリーンドーム前橋⑩前橋赤十字病院⑪群馬大学病院⑫済生

会病院⑬群馬中央病院

※R3年度予定箇所：①、⑥、⑧、⑨、⑩

県央水道受水費（18億8,464万円）（県央第一：10億2,985万円、県央第二：8億5,479万円）

敷島浄水場更新整備事業（8,500万円）

配水管の耐震化の様子

H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度 H30年度 R1年度
47.6 48.4 48.5 46.2 45.1 44.3 44.1 43.9 43.6
52.4 51.6 51.5 53.8 54.9 55.7 55.9 56.1 56.4

県央第一 37 37.5 37.8 38.9 39.2 39.6 39.5 39.6 39.9
県央第二 15.4 14.1 13.7 14.9 15.7 16.1 16.4 16.5 16.5

（単位：％）◎受水割合の推移

※県央第二はR2.4.1より単価（税抜）：102円/ ⇒100円/ 

内
訳

自己水
県央水

区分

※県央第一（単価：　50円/ （税抜））、 県央第二（単価：100円/ （税抜））

施設等更新事業（1億6,900万円）

水道ビジョン（Ｈ27～Ｒ11年度計画）に基づき、浄水施設

等の更新を進めます。

【主な更新事業】

①荻窪受水場の築造工事（9,900万円）

総額5億5,000万円 ＜Ｒ3～Ｒ5年の3か年で実施＞

②中之沢浄水場の詳細設計（1,500万円）

総額5,000万円＜R3～R4の2か年で実施＞

敷島浄水場の排水路整備工事
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令和３年度　下水道事業会計当初予算の概要
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【収益的収支】・・経常的な収支の状況

下水道使用料

３３億１７５万円

(44.0%)

一般会計からの繰入金

（雨水処理経費他）

２９億６，１６８万円

(39.4%)

長期前受金戻入

１２億３，０７１万円

(16.4%)

その他

１，１６６万円

(0.2%)

職員人件費

３億９，３２９万円

(5.5%)

下水道管や下水処理施設

の維持管理費

１７億３, ８３６万円

(24.2%)

流域下水道（県）への

汚水処理負担金

１０億１，４００万円

(14.1%)

減価償却費等

３２億３，７９２万円

(45.0%)

支払利息

５億７，５７５万円

(8.0%)

一般管理費他

２億２，８１１万円

(3.2%)

純利益

３億１，８３７万円

収入合計７５億２，８７２万円収入合計７５億５８０万円 支出合計６４億５，４１４万円
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【資本的収支】・・投資的な収支の状況

企業債

１６億３，２５０万円

(57.5%)

国県補助金

５億７，９５０万円

(20.4%)

負担金・出資金等

５億２，４０１万円

(18.5%)

支出合計７１億８，７４３万円

受益者負担金・分担金

１億７４万円

(3.6%)
補てん財源

２５億８，１４６万円

収入合計２８億３，６７５万円 支出合計５４億１，８２１万円

下水道管の新設や

更新事業費

１５億８，５３０万円

(29.3%)

雨水対策費

１億５００万円

(1.9%)

事務費他

３億２，２１４万円

(5.9%)

企業債償還金

３１億８１７万円

(57.4%)

税込み

流域下水道建設費

８，８６０万円

(1.6%)

下水道処理施設の

建設改良費

２億９００万円(3.9%)
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下水道事業会計の主な事業（令和３年度当初予算案）（税込）

処理場・ポンプ場施設の維持管理（12億4,321万円）

水質浄化センター（六供町）は、昭和38年に運転を開始し、現在、処理面積1,171.6ha、処理能力は、

84,200 /日となっています。

また、赤城山大洞処理場は、大沼周辺の47ｈａが処理面積で、昭和63年に運転を開始し処理能力は、

1,000 /日となっています。

なお、中継ポンプ場は市内に10か所設置されており、汚水等を処理場へ円滑に流下させるために重

要な役割を担っています。

管渠新設事業（11億2,720万円）

下水道長寿命化事業（4億810万円）

ストックマネジメント計画に基づき、老朽管の改築・更新

事業を進めます。

R1年度実施の水質浄化センター更新基本構想策定

業務を基に、R2、R3の2か年で基本設計を行います。

水質浄化センター再構築に係る

基本設計業務（1億2,500万円）

処理場建設事業（5,700万円）

水質浄化センター内の設備機器の更新工事を行いま

す。

・3系分流汚水ポンプ更新工事

敷島汚水中継ポンプ場の電気設備実施設計を行うとと

もに、岩神ポンプ場の汚水ポンプ更新工事を行います。

岩神ポンプ場

ポンプ場建設事業（2,100万円）

流域関連公共下水道事業計画に基づき下水道幹線

及び枝管の管渠布設を行い、快適な生活環境の改善と

公共用水域の水質保全を図ります。

・利根西(東地区 他)延長188m、面積0.27ha

・利根東(永明、上川淵、桂萱、芳賀、南橘、大胡、富士見地区 他)

延長5,379m、面積29.74ha

・土地区画整理区域内(千代田町三丁目地区、駒形第一地区、文京

町四丁目地区、元総社蒼海地区、松並木地区、富士見町小暮地区)

の下水道管整備に伴う工事負担金

◆下水道処理人口普及率

◆R1年度末現在

※汚水処理人口普及率：公共下水道、農業集落排水、

合併処理浄化槽、地域し尿を含めた普及率

71.8%

79.7%

H29年度末 H30年度末 R1年度末 R2年度末見込 R3年度末見込

70.9% 71.2% 71.5% 71.6%

下水道処理人口普及率

汚水処理人口普及率※ 93.4% 81.8% 91.7%

前橋市 群馬県 全国平均

71.4% 54.6%

敷島汚水中継ポンプ場

-6-


